
（別記様式第１号）

笠岡市鳥獣被害防止計画

＜連絡先＞

担 当 部 署 名 産業部農政水産課

所 在 地 笠岡市中央町１番地の１

電 話 番 号 （0865）69-2145

Ｆ Ａ Ｘ 番 号 （0865）69-2185

メールアドレス nouseisuisan@city.kasaoka.lg.jp

計画作成年度 令和３年度

計画主体 笠岡市



１ 対象鳥獣の種類、被害防止計画の期間及び対象地域

２ 鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止に関する基本的な方針

（１）被害の現状（令和２年）

（２）被害の傾向

対象鳥獣 イノシシ，ヌートリア，タヌキ，アナグマ，ハクビシン，ニホンザル，ニホンジカ，カラ

ス等（ハシブトガラス・ハシボソガラス・ドバト・キジバト・カワウ）

計画期間 令和３年度～令和６年度

対象地域 岡山県笠岡市

鳥獣の種類 被害の現状

品 目 被害数値 被害面積

イノシシ

ヌートリア

タヌキ

アナグマ

ハクビシン

カラス等

水稲・果樹・野菜

水稲

水稲・野菜

果樹・野菜

果樹・野菜

果樹・野菜

1,010千円

7千円

45千円

0千円

1.12ha

0.03ha

0.08ha

0ha

１ イノシシ

３月～５月にはタケノコ，７月～11月には水稲及びイモ類等への食害が見られる。

また，ため池の堤防や道路法面，田畑の畦道等の掘り返し，自動車との接触事故など農作物被害だけにとどま

らない状況である。

被害は市内全域に及んでおり，特に入田・大島・茂平地区での農作物被害が著しい。さらに，平成28年度以降

は島しょ部での被害が頻発しており，民家に近接した場所での出没が相次ぐなど，住民の不安感が強まっている

。島しょ部は，船舶での移動となるため，迅速な現地対応が課題となっている。

２ ヌートリア

夏季には水稲の苗，秋季には収穫前の稲穂や野菜に対する食害が見られる。

市内全域のため池や水路，ぬかるんだ荒れ地等で出没しており，ため池の堤防や田の畦道が巣穴とされて崩落

するといった被害も見られる。

３ タヌキ，アナグマ，ハクビシン

果樹，野菜類の収穫時期に食害が見られる。

市内全域において，空き家や水路などに棲み着き，民家の敷地内への糞害や，自動車のボンネット内への入り

込みによる故障が発生するなど，農作物以外の被害もある。

４ ニホンザル

被害は特に確認されていないが，目撃情報が寄せられている。

５ ニホンジカ



（３）被害の軽減目標

（４）従来講じてきた被害防止対策

被害は特に確認されていないが，目撃情報が寄せられている。

６ カラス等

通年において，市内全域での被害が発生しており，特に干拓地での出没が多い。果樹や畜産飼料等の食害が見

られるとともに，子牛への攻撃や自動車へのひっかき行為，背後から人を襲うなど農作物以外の被害も深刻であ

る。

指標 現状値（２年） 目標値（令和６年）

被害金額

（イノシシ）

（ヌートリア）

（タヌキ）

（アナグマ）

（ハクビシン）

（カラス等）

1,062千円

（1,010千円）

（7千円）

（45千円）

（0千円）

900千円

（860千円）

（5千円）

（35千円）

（0千円）

被害面積

（イノシシ）

（ヌートリア）

（タヌキ）

（アナグマ）

（ハクビシン）

（カラス等）

1.23ha

（1.12ha）

（0.03ha）

（0.08ha）

（0ha）

0.90ha

（0.86ha）

（0.01ha）

（0.03ha）

（0ha）

従来講じてきた被害防止対策 課題

捕獲等に

関する取

組

・猟友会駆除班によるイノシシの駆除

・市職員によるヌートリア等の小型獣類の駆

除

・地域住民組織によるイノシシの駆除

・笠岡工業高校協力による安価な箱わなの作

製

・高齢化による駆除班員の減少及びイノシシの捕獲数

の減少

・捕獲資機材（箱わな等）の不足

・関係機関との連携体制

・棲みかとなる空き家や耕作放棄地の増加

・島しょ部の被害対応及び見回り体制

・緩衝地帯の整備

・ジビエ等の獣肉加工への活用

・市町を越えた広域的な対策・連携

防護柵の

設置等に

関する取

組

電話応対時，現地応対時，窓口での口答によ

る防護柵の斡旋及び広報誌，チラシ，出前

講座，ローカルテレビによる周知を行って

いる。

・住民に対する被害対策の啓発（追払いや誘引物の除

去，防護柵設置による被害軽減など）

・被害通報のある地区のほとんどが防護柵未設置であ

ること



（５）今後の取組方針

また，侵入防止柵を設置する場合は，個人に

おいても原材料費に対する補助金の支出

を行っている。

・集落ぐるみでの防護対策

・耕作放棄地の刈払い（緩衝地の整備）等

笠岡市における有害鳥獣による主な被害は，イノシシ，ヌートリア，タヌキ，アナグマ，ハクビシン，カラス

等による水稲，イモ類，野菜，果樹，畜産飼料等の農作物被害をはじめ，自動車や飼養動物などの物損被害など

が発生している。

対策としては，有害捕獲の業務委託，地域住民組織による住民自治を主軸とした捕獲を行う。防衛対策として

は，引き続き補助金を支出し，防護柵の設置を促す。

引き続き住民の意識醸成を図り，被害防止体制を確立するため，住民向け説明会・講習会（研修会）等を開催

し，駆除と防護の両輪による被害防止対策を推進する。

平成31年度から，地域住民組織による鳥獣対策に係る住民自治が活発化してきているため，引き続き既存組織

を推進していくとともに，未設立地域には，組織の立上げを積極的に呼びかける。

さらに，市町の境界を越えた広域的な一斉捕獲体制の検討，駆除班員の後継者対策，有害鳥獣を寄せ付けない

集落環境づくりに向けた体制整備を行う。

〔課題に対する取組〕

○捕獲等に関するもの

・駆除班員の後継者の確保及びイノシシの捕獲数の向上

・捕獲資機材（箱わな等）の整備

・関係機関との連携体制の構築

・棲みかとなる空き家の見回りや耕作放棄地の刈払い等の促進

・地域住民組織による有害捕獲

・緩衝地帯の整備に向けた検討及び体制の整備

・ジビエへの利活用等の検討

・市町を越えた広域的な対策の実施

○防護柵の設置等に関するもの

・住民に対する被害対策の啓発（追い払いや誘引物の除去，防護柵の重要性など）

・防護柵の設置数の増加

・集落ぐるみでの防護対策の推進

・耕作放棄地の刈払い（緩衝地帯の整備）等



３ 対象鳥獣の捕獲等に関する事項

（１）対象鳥獣の捕獲体制

（２）その他捕獲に関する取組

笠岡市鳥獣被害対策実施隊

対象鳥獣の捕獲，防護柵の普及啓発その他の被害防止計画に基づく被害防止

施策の適切な実施を行う。

井笠地区猟友会笠岡分会駆除班 猟友会笠岡分会長の推薦及び笠岡分会の総会で承認を受けた猟友会員に

対して，笠岡市長が有害鳥獣捕獲許可証を発行する。

市・農業者等からの依頼に応じて，実施隊や地域住民組織等と連携し積極

的に有害鳥獣の捕獲を行う。

また，鳥獣対策に係る住民等への普及・啓発を行い，地域と一体となった

捕獲体制を整えていく。

地域住民組織 鳥獣被害にあった集落自らが，被害防止を目的とした組織を設立し，捕獲

行為や侵入防止対策を行う。

猟友会の高齢化に伴い年々対策が難航しているため，今後は住民自治を中

心とした対策が無くてはならなくなっている。

委託業務 猟友会駆除班から推薦された２名に対し，現地確認や有害捕獲を委託業務と

して行う。

年度 対象鳥獣 取組内容

令和3年度

～

令和6年度

イノシシ

ヌートリア

タヌキ・アナグマ・ハクビシン

カラス等

・住民説明会の開催

・住民の狩猟免許取得に向けた支援及び担い手の育成

・駆除班員の後継者の確保

・捕獲資機材（箱わな等）の整備

・島しょ部の被害対応及び見回り体制の整備



（３）対象鳥獣の捕獲計画

捕獲計画数等の設定の考え方

○過去の捕獲実績 （頭・羽数）

※ 令和２年度の捕獲頭数は，令和３年３月中旬までの実績

１ イノシシ

多産傾向にあるイノシシは自然増加率が高いとされており，過去の捕獲実績においても，増加傾向にある。令

和２年度３月末時点では，昨年度捕獲実績416頭から約1.7倍の713頭の捕獲が行われた。この背景には，令和元

年度から本格化した地域住民組織が大きく関わっており，713頭の内266頭が地域住民組織での捕獲となっている

。今後とも，被害防止対策を着実に進めるため，地域住民組織と連携を図りながら，さらに捕獲数を増やすこと

とし，捕獲計画数は1200頭とした。

２ ヌートリア

捕獲頭数は横ばいの状況であるが，多産傾向にあり出没地では集中的な捕獲が見込まれる。今後も捕獲強化を

推進するため，捕獲計画数は130頭とした。

３ タヌキ・アナグマ・ハクビシン

過去の捕獲実績は増加傾向である。民家や集落に近接した畑での被害が多いが，個体数の把握は困難である。

引き続き捕獲に取り組むこととし，捕獲計画数はそれぞれ，タヌキ70～100頭，アナグマ50～70

頭，ハクビシン10頭とした。

４ カラス等

カラス等による被害は，果樹，野菜等の農作物のほか物損もあるなど被害は深刻である。

昨今では，畜産業での被害が目立っており，令和元年度から地獄檻を設置し，400羽捕獲している。今後も持

続的な捕獲が見込まれるので，捕獲計画数は1,000羽とした。

対象獣種 ２９年度 ３０年度 令和元年度 令和２年度

イノシシ 95 191 416 713

ヌートリア 119 112 86 115

タヌキ・アナグマ・ハクビシン 39 29 74 126

カラス等 786 1,581 811 547

合計 1,039 1,913 1,387 1,501



（頭・羽数）

（４）許可権限委譲事項

４ 防護柵の設置その他の対象鳥獣の捕獲以外の被害防止施策に関する事項

（１）侵入防止柵の整備計画

対象鳥獣
捕獲計画数等

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

イノシシ 1000 1,100 1,150 1,200

ヌートリア 130 130 130 130

タヌキ 70 80 100 100

アナグマ 50 60 70 70

ハクビシン 10 10 10 10

カラス等 1,000 1,000 1,000 1,000

捕獲等の取組内容

笠岡市内全域において，一年を通じて銃器及びわな・網による捕獲を行う。被害が発生した場合には，実施隊

や駆除班，委託業務，地域住民組織において被害地を確認し，状況や周辺環境に応じて銃器・わなによる捕獲を

行う。

なお，イノシシについては，被害地の一部に島しょ部や干拓地などの，鳥獣保護区や特定猟具使用禁止区域が

含まれるため，実施隊員等に対して猟期中（11月15日から３月15日まで）においても有害鳥獣捕獲許可証を発行

している。

ライフル銃による捕獲等を実施する必要性及びその取組内容

該当なし

対象地域 対象鳥獣

該当なし 該当なし

対象鳥獣 整備内容

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

イノシシ等

ワイヤーメッシュ柵

1,600m

電気柵 1,600m

ワイヤーメッシュ柵

1,000m

電気柵 1,000m

ワイヤーメッシュ柵

1,000m

電気柵 1,000m

ワイヤーメッシュ柵

1,000m

電気柵 1,000m



（２）その他被害防止に関する取組

５ 対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じるおそれがある場合の対処

に関する事項

（１）関係機関等の役割

（２）緊急時の連絡体制

年度 対象鳥獣 取組内容

令和３年度

～

令和６年度

イノシシ

ヌートリア

タヌキ

アナグマ

ハクビシン

ニホンザル

ニホンジカ

カラス等

・集落ぐるみでの防護対策の推進

・被害対策の周知・啓発・住民活動の実施（追払いや誘引物の除去

，防護柵の重要性など）

・住民向け説明会の開催及びパンフレット等の配布

・住民の狩猟免許取得に向けた支援

・棲みかとなる空き家の見回りや耕作放棄地の刈払い等の促進

・緩衝地帯の整備に向けた検討及び体制の整備

関係機関等の名称 役割

笠岡市産業部

農政水産課
対処全般に関すること。

岡山県備中県民局

農林水産事業部

井笠地域森林課

被害対策に関する情報提供。

井笠地区猟友会

笠岡分会（実施隊・駆除班）
対象鳥獣の捕獲に関すること。

笠岡警察署 住民の生命の安全確保に関すること。

地域住民組織 住民への周知に関すること。

猟友会笠岡分会（実施隊・駆除班）

市農政水産課 笠岡警察署，県井笠地域森林課

地域住民組織

※ 市が総合窓口となり，関係機関との連絡調整を行う。



６ 被害防止施策の実施体制に関する事項

（１）協議会に関する事項

（２）関係機関に関する事項

（３）鳥獣被害対策実施隊に関する事項

協議会の名称 笠岡市鳥獣被害防止対策協議会（平成30年度設立）

構成機関の名称 役割

井笠地区猟友会笠岡分会

（実施隊・駆除班）
有害鳥獣関連情報提供，有害鳥獣捕獲の実施

岡山県鳥獣保護管理員 有害鳥獣関連情報提供，鳥獣の保護に関する業務

笠岡市農業委員会
有害鳥獣に関する情報提供，被害防止計画の普及啓発，集落ぐるみで

の対策実施に係る地元調整など

地域住民組織の代表者
有害鳥獣に関する情報提供，被害防止計画の普及啓発，集落ぐるみで

の対策実施に係る地元調整など

晴れの国岡山農業協同組合

笠岡アグリセンター

有害鳥獣に関する情報提供，被害防止計画の普及啓発，集落ぐるみで

の対策実施に係る地元調整など

笠岡市産業部農政水産課

協議会に関する事務・連絡・調整

被害状況等の調査及び住民への普及啓発

総合窓口としての連絡調整

関係機関の名称 役割

岡山県備中県民局農林水産事業部

井笠地域森林課

オブザーバーとして笠岡市有害鳥獣被害防止対策協議会に参加し，対象

地域を巡回し，有害鳥獣関連情報の提供並びに被害防止技術の情報提

供，その他必要な援助を行う。

岡山県備中県民局農林水産事業部

井笠農業普及指導センター

オブザーバーとして笠岡市有害鳥獣被害防止対策協議会に参加し，対象

地域を巡回し，有害鳥獣関連情報の提供並びに市内営農状況に関する情

報提供，その他必要な援助を行う。

笠岡警察署生活安全課

オブザーバーとして笠岡市有害鳥獣被害防止対策協議会に参加し，対象

地域を巡回し，有害鳥獣関連情報の提供並びに住民の生命，身体又は財

産の保守，その他必要な援助を行う。

笠岡市長から任命された市職員で構成される。

猟友会駆除班や地域住民組織等と連携しながら，現地確認や小型獣類を中心とした捕獲活動を担う。

平成30年度から猟友会駆除班による実施隊を結成した。駆除活動にとどまらず，地域住民へ防護柵等の普及・

啓発を行い，地域と一体となった鳥獣対策を強化している。



（４）その他被害防止施策の実施体制に関する事項

７ 捕獲等をした対象鳥獣の処理に関する事項

８ 捕獲等をした対象鳥獣の食品としての利用等その有効な利用に関する事項

９ その他被害防止施策の実施に関し必要な事項

集落ぐるみでの被害防止対策を行うため，住民説明会等を通じて，有害鳥獣の生態に関する知識や，防護の

必要性と被害軽減に向けた意識の醸成を図り，「防護柵の設置」「追払いや誘引物の除去」「緩衝地帯の整備

」など，イノシシ等を寄せ付けない地域づくりを促進する。

具体的には，住民の狩猟免許取得の支援や防護柵の設置に対する補助，捕獲資機材の設置支援など，地域代

表者との情報交換を密にしつつ，実効性の高い地域の体制づくりを推進する。

捕獲等した対象鳥獣は，速やかに埋設または焼却処分を行うこととする。

猟友会駆除班及び地域住民組織が捕獲した鳥獣は，捕獲者が近隣の食肉加工所へ連絡し，引き取ってもらってい

る。

・被害防止対策に係る住民向け研修会等の開催

・住民の安全確保を目的とした情報発信（市広報誌やホームページ，パンフレットの配布等）

・鳥獣被害の広域化に対応するため，近隣市町や関係機関との連携体制の構築


